
 

 
 

 

生労働省は 6 月、子宮頸がん予防ワクチン

の積極的勧奨（中 1～高２の女性にワクチン

接種を進める）を一時中止しました。 

 

宮頸がん予防ワクチン接種後の副反応で、

それまでとは異なる苦しい生活をしている

若い女性たちが声をあげ、重篤な副反応が報道さ

れました。子宮頸がんワクチン被害者連絡会が発

足しました。被害者連絡会は、厚生労働大臣に被

害者の「子宮頸がん予防接種はやめてほしい・元

の体に返してほしい」という手紙を渡しました。 

 

山町では、平成 23 年 1２月よりワクチン接種

の助成を始めました。本年 4 月 1 日からは、

国の予防接種法に基づく予防接種になりました。

これまでに、嵐山町議会は、子宮頸がんワクチン

の製造販売の承認を求める意見書、子宮頸がん

ワクチンの公費助成を求める意見書を提出しました。

嵐山町には副反応被害者は現在までいませんが、

被害者に対して、重い責任があります。 

 

月、嵐山町議会は、子宮頸がん予防接種の

一時中止、被害者の相談体制の確立、治療

方法の開発の 3 点の意見書提出議案を可決。 

 

日本大震災後、テレビは CM 放映を自制し、

女優 N 母子の子宮頸がんの映像が公共広

告機構から何度も何度も流されました。 

多くの保護者が心配でお子さんに予防接種させ、

一部の方が副反応被害で苦しまれています。 

 

クチン推進側は、ワクチンの問題ではなく筋

肉注射の副反応によると主張し続けていま

す。被害者が声をあげたことで、厚生労働省は製

造販売承認時にはわからなかったが、副反応がわ

かったので、その解明と治療法を開発するまで、

積極的に進めないことを決めました。 

 

宮頸がんワクチンは、1 人 3 回接種で 5 万

円ほどかかります。全国の中 1 女子が毎年

予防接種すると、製薬会社は大きな利益を得ます。

国は毎年約 250 億円ほどの税金を使います。

 

 

 

 

 

ワクチン接種を進めた国・推進の意見書提出した議会の責任は重い。
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 いのちを守る政治をつくっていきます。 
子宮頸がん予防ワクチンは、重篤な副作用があり危険です！ 

 

筋肉に力がはいらない 

立って歩くことがで

きない 

頭をハンマーで叩か

れる痛みが続く 

痙攣がつづく 

前の身体に戻して 

咳の発作が続く 

危険なワクチン接種は 
やめてください。 
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